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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
グ
ロ
ー
ブ
か
ら
グ
ロ
ー
ブ
へ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
８
９
８
Ｖ

【
作
者
名
】

　
嵯
峨
野
 

鷹
也

【
あ
ら
す
じ
】

　
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
を
目
指
す
隼
人
だ
が
プ
ロ
テ
ス
ト
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
ど

う
や
ら
目
を
傷
め
て
る
ら
し
い
。
挫
折
を
感
じ
始
め
て
い
た
と
き
、
ジ
ム
に
、

タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
を
控
え
た
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
・
原
沢
が
訪
ね
て
く
る
。
原
沢
は
、

隼
人
の
彼
女
の
元
彼
で
も
あ
り
、
二
人
の
間
に
し
だ
い
に
険
悪
な
空
気
が
流
れ

始
め
た
。
…
…
ア
マ
ｖ
ｓ
プ
ロ
の
流
血
ス
パ
ー
リ
ン
グ
の
ゆ
く
え
は
。
　
／
　

某
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
知
り
合
っ
た
元
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
の
役
者
さ
ん
と
の
雑
談

を
ヒ
ン
ト
に
書
い
た
、
ア
マ
チ
ュ
ア
自
主
製
作
用
の
映
画
脚
本
。
ロ
ケ
案
メ
モ

つ
き
（
笑
）
。
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（
前
書
き
）

・
構
成
上
の
注
意
点

　
低
予
算
の
自
主
制
作
向
け
。

　
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
の
場
合
で
２
０
万
円
以
下
。

　
主
人
公
は
ボ
ク
サ
ー
。

　
最
小
限
の
ロ
ケ
で
可
能
な
構
成
に
。

　
３
０
分
程
度

　
以
上
の
条
件
で
書
き
ま
し
た
。

　
＜
登
場
人
物
＞

麦
野
隼
人
　
ア
マ
チ
ュ
ア
ボ
ク
サ
ー

原
沢
亨
　
　
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
、
日
本
ラ
ン
カ
ー

天
野
法
恵
　
麦
野
の
彼
女
、
元
原
沢
と
つ
き
あ
っ
て

　
　
　
　
　
い
た

コ
ー
チ
　
　
ジ
ム
の
コ
ー
チ

デ
ン
ゾ
ー
　
ジ
ム
の
ボ
ク
サ
ー

ケ
ー
イ
チ
　
ジ
ム
の
ボ
ク
サ
ー

ヒ
ロ
シ
　
　
ジ
ム
の
ボ
ク
サ
ー
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オ
ー
ナ
ー
　
ジ
ム
の
オ
ー
ナ
ー

マ
ネ
ー
ジ
ャ
　
原
沢
亨
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

ボ
ク
サ
ー
Ａ

ボ
ク
サ
ー
Ｂ
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（
ｓ
１
）
公
園

　
　
　
昼
下
が
り
の
公
園
。

　
　
　
何
人
か
の
子
供
が
走
り
ま
わ
っ
て
い
る
。

　
　
　
子
供
の
一
人
（
幼
少
時
の
隼
人
）
、
ふ
と
木
の

　
　
　
枝
に
目
を
留
め
る
。

　
　
　
枝
に
か
か
っ
て
い
る
、
古
ぼ
け
た
ボ
ク
シ
ン

　
　
　
グ
グ
ロ
ー
ブ
。

　
　
　
子
供
、
グ
ロ
ー
ブ
に
近
づ
き
、
軽
く
小
突
く
。

　
　
　
揺
れ
る
グ
ロ
ー
ブ
。

　
　
　
何
度
も
拳
で
小
突
く
子
供
。

　
　
　
何
度
も
揺
れ
る
グ
ロ
ー
ブ
。

（
ｓ
２
）
暗
闇

　
　
　
揺
れ
る
グ
ロ
ー
ブ
が
、
暗
闇
に
揺
れ
る
サ
ン

　
　
　
ド
バ
ッ
グ
に
Ｏ
．
Ｌ
．
。

　
　
　
暗
闇
の
中
で
サ
ン
ド
バ
ッ
グ
を
打
っ
て
い
る
、

　
　
　
成
長
し
た
隼
人
。
件
の
古
ぼ
け
た
グ
ロ
ー
ブ

　
　
　
を
着
け
て
い
る
。

（
ｓ
３
）
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　
　
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
タ
イ
ト
ル
。

（
ｓ
４
）
プ
ロ
テ
ス
ト
会
場
、
入
り
口

　
　
　
案
内
板
。

（
ｓ
５
）
プ
ロ
テ
ス
ト
会
場
、
リ
ン
グ

　
　
　
ボ
ク
サ
ー
Ａ
・
Ｂ
、
リ
ン
グ
上
で
激
し
い
打
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ち
合
い
。

（
ｓ
６
）
プ
ロ
テ
ス
ト
会
場
、
片
隅

　
　
　
隼
人
、
顔
に
タ
オ
ル
を
当
て
て
ベ
ン
チ
に
寝

　
　
　
て
い
る
。

　
　
　
横
に
ス
ッ
と
出
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
。

　
　
　
そ
の
手
は
コ
ー
チ
。

　
　
　
麦
野
、
受
け
取
っ
て
ス
ト
ロ
ー
を
す
す
る
。

コ
ー
チ
「
ふ
ぅ
…
惜
し
か
っ
た
な
、
麦
野
…
」

　
　
　
隼
人
、
無
表
情
に
ド
リ
ン
ク
を
す
す
り
続
け

　
　
　
る
。

コ
ー
チ
「
お
前
が
勝
て
な
い
相
手
じ
ゃ
な
か
っ
た
」

　
　
　
隼
人
、
視
線
だ
け
コ
ー
チ
へ
。

コ
ー
チ
「
前
か
ら
言
っ
て
る
け
ど
…
お
前
…
ハ
ン
グ

　
リ
ー
さ
が
な
い
ん
だ
…
優
し
す
ぎ
る
ん
だ
よ
」

　
　
　
隼
人
、
動
か
な
い
。

コ
ー
チ
「
今
日
だ
っ
て
そ
う
だ
。
あ
そ
こ
で
ラ
ッ

　
シ
ュ
か
け
れ
ば
で
き
た
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
空
振
り

　
し
て
反
撃
さ
せ
て
や
っ
て
…
」

　
　
　
隼
人
、
ド
リ
ン
ク
を
ベ
ン
チ
に
置
く
。

コ
ー
チ
「
ま
あ
、
テ
ス
ト
で
Ｋ
Ｏ
さ
れ
ち
ゃ
、
今
回

　
は
ま
ず
合
格
は
ム
リ
だ
な
。
次
回
に
が
ん
ば
ろ

　
う
。
」

　
　
　
隼
人
、
う
な
ず
い
て
、
タ
オ
ル
で
顔
を
拭
く
。

コ
ー
チ
「
も
う
す
ぐ
ケ
ー
イ
チ
の
出
番
だ
。
俺
、
行
っ

　
て
く
る
。
お
前
は
こ
こ
で
休
ん
で
ろ
。
」

隼
人
「
…
は
い
。
」

　
　
　
コ
ー
チ
、
そ
そ
く
さ
と
立
ち
去
る
。

　
　
　
隼
人
、
リ
ン
グ
へ
目
を
。
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（
ｓ
７
）
　
ｓ
５
と
同
じ

　
　
　
ボ
ク
サ
ー
Ａ
・
Ｂ
、
リ
ン
グ
上
で
激
し
い
打

　
　
　
ち
合
い
。
Ａ
が
Ｂ
を
追
い
つ
め
て
い
る
。

（
ｓ
８
）
　
ｓ
６
と
同
じ

　
　
　
隼
人
、
た
め
息
を
つ
い
て
、
ド
リ
ン
ク
の
方

　
　
　
を
向
き
手
を
伸
ば
す
。
手
が
空
振
り
。

　
　
　
ド
リ
ン
ク
の
方
を
見
る
。
目
を
し
ば
た
か
せ

　
　
　
る
。
指
で
目
を
こ
す
る
。

　
　
　
ド
リ
ン
ク
の
方
を
じ
っ
と
見
な
が
ら
手
を
伸

　
　
　
ば
す
。

　
　
　
指
に
引
っ
か
か
っ
て
倒
れ
る
ド
リ
ン
ク
。

（
ｓ
９
）
　
町
中

　
　
　
繁
華
街
。

　
　
　
ゲ
ー
セ
ン
、
サ
店
、
行
き
交
う
車
や
人
…

（
ｓ
１
０
）
　
サ
店

　
　
　
法
恵
と
隼
人
の
デ
ー
ト
中

法
恵
「
じ
ゃ
あ
…
落
ち
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
、
プ
ロ
テ
ス

　
ト
」

隼
人
「
あ
あ
。
」

法
恵
「
そ
う
だ
よ
ね
…
は
や
ち
ゃ
ん
、
格
闘
技
と
か

　
や
る
に
は
優
し
す
ぎ
る
ん
だ
と
思
う
よ
。
」

隼
人
「
ノ
リ
も
…
そ
う
思
う
？
」

　
　
　
な
ん
と
な
く
う
な
ず
く
法
恵

隼
人
「
ボ
ク
シ
ン
グ
…
や
め
よ
う
か
な
あ
？
」

法
恵
「
（
真
顔
）
は
や
ち
ゃ
ん
！
　
弱
音
吐
か
な
い
っ

　
て
こ
の
前
約
束
し
た
で
し
ょ
？
」
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隼
人
「
あ
…
そ
う
か
」

法
恵
「
私
が
『
ボ
ク
シ
ン
グ
は
辞
め
て
』
っ
て
言
っ

　
た
と
き
、
『
こ
れ
だ
け
は
や
め
た
く
な
い
』
っ
て

　
言
っ
て
た
じ
ゃ
な
い
！
」

隼
人
「
う
…
う
ん
。
」

法
恵
「
そ
ん
な
は
や
ち
ゃ
ん
が
、
簡
単
に
辞
め
ち
ゃ
っ

　
た
ん
じ
ゃ
、
私
の
気
持
ち
は
ど
う
な
る
の
？
」

隼
人
「
そ
う
か
…
そ
う
だ
な
。
ノ
リ
に
我
慢
さ
せ
た

　
分
、
結
果
を
残
さ
な
き
ゃ
」

法
恵
「
そ
う
よ
、
は
や
ち
ゃ
ん
。
」

　
　
　
隼
人
、
水
の
コ
ッ
プ
を
掴
も
う
と
す
る
。

　
　
　
掴
み
損
ね
て
コ
ッ
プ
が
倒
れ
る
。

法
恵
「
あ
っ
…
も
う
、
ド
ジ
な
ん
だ
か
ら
」

隼
人
「
ご
、
ご
め
ん
」

　
　
　
二
人
、
テ
ィ
シ
ュ
や
お
し
ぼ
り
で
テ
ー
ブ
ル

　
　
　
を
拭
く
。

　
　
　
ふ
と
、
時
分
の
手
を
見
る
隼
人
。

（
ｓ
１
１
）
病
院
、

　
　
　
隼
人
、
出
て
く
る
。

（
ｓ
１
２
）
隼
人
、
自
室

　
　
　
隼
人
、
寝
転
が
っ
て
手
を
見
て
い
る
。

医
者
の
声
（
回
想
）
「
は
は
ぁ
、
が
ち
ゃ
目
で
す
な
…
」

隼
人
の
声
（
回
想
）
「
と
い
う
と
…
」

医
者
の
声
（
回
想
）
「
視
神
経
を
動
か
す
四
つ
の
筋
肉

　
の
う
ち
、
一
つ
が
動
か
な
く
な
っ
て
る
ん
で
す
。

　
そ
れ
で
、
も
の
が
二
つ
縦
に
並
ん
で
見
え
、
遠
近

　
感
が
つ
か
め
な
く
な
る
ん
で
す
。
顔
面
に
激
し
い

　
衝
撃
を
受
け
る
ボ
ク
サ
ー
と
か
に
た
ま
に
い
ま
す
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ね
。
」

隼
人
の
声
（
回
想
）
「
僕
も
、
そ
の
ボ
ク
サ
ー
な
ん
で

　
す
が
…
」

　
　
　
し
ば
し
沈
黙

医
者
の
声
（
回
想
）
「
…
お
気
の
毒
で
す
が
、
も
う
や

　
め
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。
相
手
の
パ
ン
チ
や
、

　
当
て
た
い
目
標
が
見
え
な
く
な
っ
た
り
し
て
ま
せ

　
ん
か
？
」

　
　
　
沈
黙
。

　
　
　
手
を
見
て
い
る
隼
人
。

医
者
の
声
（
回
想
）
「
相
手
の
パ
ン
チ
や
、
当
て
た
い

　
目
標
が
見
え
な
く
な
っ
た
り
し
て
ま
せ
ん
か
？
」

　
　
　
隼
人
、
目
を
つ
ぶ
っ
て
横
に
な
っ
て
し
ま
う
。

（
ｓ
１
３
）
ジ
ム

　
　
　
隼
人
、
や
っ
て
く
る
。

　
　
　
ジ
ム
で
は
み
ん
な
が
練
習
中
。

コ
ー
チ
「
よ
う
、
来
た
か
。
し
ば
ら
く
休
ん
で
て
、

　
体
の
具
合
で
も
悪
か
っ
た
の
か
？
」

隼
人
「
え
え
、
ま
あ
…
あ
の
…
」

（
ｓ
１
４
）
事
務
所

コ
ー
チ
「
目
か
ぁ
…
そ
い
つ
は
…
」

隼
人
「
は
い
…
」

コ
ー
チ
「
そ
れ
で
、
ど
う
す
る
ん
だ
？
」

隼
人
「
俺
、
辞
め
た
く
あ
り
ま
せ
ん
」

コ
ー
チ
「
で
も
、
そ
の
目
じ
ゃ
プ
ロ
に
は
な
れ
な
い

　
ぞ
。
」

隼
人
「
…
い
い
で
す
、
ア
マ
チ
ュ
ア
で
。
た
だ
、
ト

　
レ
ー
ニ
ン
グ
だ
け
続
け
ら
れ
れ
ば
。
」
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コ
ー
チ
「
自
分
の
た
め
に
…
か
。
ま
あ
そ
う
い
う
や

　
り
方
も
あ
る
け
ど
な
。
で
も
、
当
分
ス
パ
ー
リ
ン

　
グ
と
か
は
で
き
な
い
ん
だ
ろ
？
」

隼
人
「
え
え
…
」

　
　
　
コ
ー
チ
、
た
め
息
。

コ
ー
チ
「
ま
、
気
長
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
こ
っ
た

　
な
。
治
療
で
治
っ
た
例
も
あ
る
し
。
」

隼
人
「
そ
う
で
す
ね
…
」

　
　
　
突
然
、
ケ
ー
イ
チ
が
入
っ
て
来
る
。

ケ
ー
イ
チ
「
コ
ー
チ
、
オ
ー
ナ
ー
が
呼
ん
で
ま
す
」

（
ｓ
１
５
）
　
ｓ
１
３
と
同
じ

オ
ー
ナ
ー
「
と
い
う
わ
け
で
、
今
度
の
日
本
タ
イ
ト

　
ル
の
挑
戦
者
が
、
明
後
日
か
ら
試
合
ま
で
ウ
チ
で

　
練
習
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ス
パ
ー
リ
ン
グ
も
ど

　
ん
ど
ん
や
り
た
い
っ
て
こ
と
だ
か
ら
、
み
ん
な
ど

　
ん
ど
ん
胸
を
お
借
り
す
る
よ
う
に
」

一
同
「
は
～
い
」

オ
ー
ナ
ー
「
じ
ゃ
、
そ
う
い
う
こ
と
で
。
」

　
　
立
ち
去
る
オ
ー
ナ
ー
。

コ
ー
ナ
ー
「
ラ
イ
ト
級
日
本
４
位
、
原
沢
亨
、
か
。
」

ヒ
ロ
シ
「
い
や
ー
、
な
ん
か
強
い
ら
し
い
で
す
よ
。
」

デ
ン
ゾ
ー
「
そ
り
ゃ
、
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
挑
む

　
く
ら
い
だ
か
ら
強
い
で
し
ょ
う
よ
。
」

　
　
　
ジ
ッ
と
聞
い
て
る
隼
人
。

ヒ
ロ
シ
「
い
や
、
そ
う
い
う
意
味
じ
ゃ
な
く
っ
て
」

デ
ン
ゾ
ー
「
ど
う
い
う
意
味
」

ヒ
ロ
シ
「
人
を
人
と
思
わ
な
い
ん
だ
よ
。
対
戦
相
手

　
を
容
赦
な
く
徹
底
的
に
壊
す
、
フ
ァ
イ
タ
ー
・
タ

　
イ
プ
の
選
手
だ
っ
て
、
原
沢
っ
て
ヤ
ツ
は
。
」
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デ
ン
ゾ
ー
「
げ
ぇ
…
」

　
　
ジ
ッ
と
聞
い
て
る
隼
人
。

（
ｓ
１
６
）
　
海
の
見
え
る
公
園

　
　
　
ベ
ン
チ
で
抱
き
合
っ
て
る
隼
人
と
法
恵
。

　
　
　
波
の
音
が
静
か
に
聞
え
て
い
る
。

隼
人
「
あ
の
さ
…
」

法
恵
「
何
？
」

隼
人
「
学
生
の
頃
、
憶
え
て
る
？
」

法
恵
「
私
た
ち
が
付
き
合
い
は
じ
め
る
前
？
」

隼
人
「
そ
う
。
…
原
沢
っ
て
ヤ
ツ
、
い
た
よ
な
。
」

法
恵
「
も
う
！
　
（
離
れ
る
）
前
の
彼
の
話
を
す
る
な

　
っ
て
言
っ
た
の
は
あ
な
た
よ
！
？
」

隼
人
「
あ
、
ご
、
ご
め
ん
。
」

法
恵
「
彼
と
は
自
然
消
滅
し
て
、
今
じ
ゃ
も
う
何
の

　
関
係
も
無
い
ん
だ
か
ら
ね
！
」

隼
人
「
ご
め
ん
て
ば
。
」

法
恵
「
だ
い
た
い
、
な
ん
で
そ
う
な
の
、
あ
な
た
っ

　
て
人
は
？
　
自
分
で
言
っ
た
こ
と
を
自
分
で
守
ら

　
な
い
な
ん
て
…
」

隼
人
「
ご
め
ん
。
ち
ょ
っ
と
気
が
…
弱
く
な
っ
て
る

　
の
か
も
し
れ
な
い
。
」

法
恵
「
…
ま
た
、
ボ
ク
シ
ン
グ
や
め
た
い
な
ん
て
考

　
え
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
ね
？
」

隼
人
「
え
っ
！
（
驚
く
）
　
そ
ん
な
こ
と
な
い
よ
…
」

法
恵
「
ど
う
か
し
ら
？
　
こ
の
ご
ろ
、
は
や
ち
ゃ
ん
、

　
嘘
つ
き
だ
し
ね
」

隼
人
「
『
嘘
つ
き
』
は
ひ
で
え
な
あ
…
」

法
恵
「
だ
っ
て
そ
う
じ
ゃ
な
い
…
そ
う
だ
、
『
ジ
ム

　
に
行
く
』
と
か
言
っ
て
、
実
は
浮
気
し
た
り
し
て
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な
い
で
し
ょ
う
ね
？
」

隼
人
「
そ
ん
な
わ
け
な
い
だ
ろ
？
」

法
恵
「
ど
う
だ
か
。
明
日
か
ら
私
も
ジ
ム
に
行
っ
て

　
み
よ
う
か
な
？
」

隼
人
「
明
日
？
　
駄
目
だ
ッ
！
」

法
恵
「
…
な
に
よ
、
急
に
？
」

隼
人
「
（
焦
っ
て
）
あ
っ
、
い
や
…
」

法
恵
「
な
ー
ん
か
隠
し
て
る
」

隼
人
「
隠
し
て
な
い
よ
。
明
日
、
ラ
イ
ト
級
日
本
４

　
位
の
選
手
が
来
る
ん
だ
。
」

法
恵
「
え
っ
？
　
見
て
み
た
い
、
見
て
み
た
い
！
」

隼
人
「
お
客
さ
ん
だ
か
ら
、
失
礼
が
な
い
よ
う
に
し

　
な
き
ゃ
な
ら
な
い
だ
ろ
？
　
見
学
者
は
邪
魔
な
ん

　
だ
。
」

法
恵
「
私
が
邪
魔
な
の
？
」

隼
人
「
い
や
、
一
般
論
と
し
て
、
見
学
者
は
邪
魔
な

　
ん
だ
。
」

法
恵
「
ジ
ム
に
『
見
学
歓
迎
』
っ
て
貼
っ
て
あ
る
じ
ゃ

　
な
い
」

隼
人
「
だ
か
ら
、
明
日
は
特
別
な
ん
だ
よ
。
い
い
か
、

　
来
る
な
よ
？
」

　
　
　
な
ん
だ
か
納
得
で
き
な
い
顔
の
法
恵
。

（
Ｓ
１
７
）
　
Ｓ
１
３
と
同
じ

　
　
　
練
習
中
。

　
　
　
隼
人
、
縄
跳
び
を
し
て
い
る
。

ケ
ー
イ
チ
「
お
っ
、
来
た
ぞ
。
原
沢
亨
だ
。
」

　
　
　
原
沢
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
を
連
れ
て
や
っ
て
く
る
。

　
　
　
オ
ー
ナ
ー
、
迎
え
に
出
る
。

オ
ー
ナ
ー
「
よ
う
こ
そ
、
原
沢
さ
ん
。
」
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原
沢
「
４
～
５
日
、
世
話
に
な
り
ま
す
。
」

コ
ー
チ
「
こ
ち
ら
の
方
こ
そ
、
お
願
い
し
ま
す
。
」

　
　
　
原
沢
た
ち
、
更
衣
室
へ
。

　
　
　
横
目
で
見
て
い
る
隼
人
。

（
Ｓ
１
８
）
　
ジ
ム
、
リ
ン
グ

　
　
　
リ
ン
グ
で
ス
パ
ー
リ
ン
グ
。

　
　
　
ケ
ー
イ
チ
、
原
沢
に
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
く
。

　
　
　
ゴ
ン
グ
が
鳴
る
。

　
　
　
コ
ー
ナ
ー
の
ケ
ー
イ
チ
、
滝
の
よ
う
な
汗
で

　
　
　
息
が
乱
れ
て
い
る
。

　
　
　
原
沢
、
ぜ
ん
ぜ
ん
平
気
。

（
Ｓ
１
９
）
　
ジ
ム
、
更
衣
室
前

　
　
　
入
り
口
近
く
で
、
鉄
ア
レ
イ
を
上
下
さ
せ
な

　
　
　
が
ら
、
睨
む
よ
う
に
見
て
い
る
隼
人
。

コ
ー
チ
の
声
「
あ
れ
？
　
久
し
ぶ
り
。
」

法
恵
の
声
「
ど
う
も
こ
ん
に
ち
は
」

　
　
　
焦
る
隼
人
。

コ
ー
チ
の
声
「
麦
野
な
ら
そ
っ
ち
に
い
る
よ
」

法
恵
「
へ
へ
へ
…
来
ち
ゃ
っ
た
」

隼
人
「
今
日
は
来
る
な
っ
て
言
っ
た
ろ
！
」

法
恵
「
そ
ん
な
に
怒
ら
な
い
で
よ
…
」

　
　
　
ゴ
ン
グ
の
音
。

（
ｓ
２
０
）
　
ｓ
１
８
と
同
じ

　
　
　
リ
ン
グ
上
。
原
沢
、
ヒ
ロ
シ
を
追
い
つ
め
て

　
　
　
る
。

（
ｓ
２
１
）
　
ｓ
１
９
と
同
じ



13

　
　
　
憮
然
と
し
た
表
情
で
見
て
い
る
隼
人
。

法
恵
「
あ
の
人
が
日
本
４
位
？
　
さ
す
が
に
強
そ
う

　
ね
。
」

隼
人
「
え
？
」

　
　
　
疑
問
顔
で
法
恵
を
見
る
。

　
　
　
法
恵
、
特
に
ど
う
と
い
う
表
情
で
も
な
く
、

　
　
　
リ
ン
グ
を
見
て
い
る
。

　
　
　
隼
人
、
法
恵
と
リ
ン
グ
を
見
比
べ
る
。

（
ｓ
２
２
）
　
ｓ
１
８
と
同
じ

　
　
　
ヒ
ロ
シ
、
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
。

　
　
　
コ
ー
ナ
ー
へ
下
が
る
原
沢
。

　
　
　
ヒ
ロ
シ
、
立
て
な
い
。

原
沢
「
な
ん
だ
な
ん
だ
、
こ
の
ジ
ム
に
は
こ
ん
な
奴

　
し
か
い
な
い
の
か
？
」

（
ｓ
２
３
）
　
ジ
ム
の
床

　
　
　
タ
オ
ル
を
当
て
た
り
し
て
寝
転
が
っ
て
る
ボ

　
　
　
ク
サ
ー
３
～
４
人
。

（
ｓ
２
４
）
　
ｓ
１
９
と
同
じ

　
　
　
ム
ッ
と
す
る
隼
人
。

（
ｓ
２
５
）
　
ｓ
１
８
と
同
じ

原
沢
「
そ
こ
に
も
一
人
い
る
じ
ゃ
な
い
か
？
」

コ
ー
チ
「
い
や
、
あ
い
つ
は
ち
ょ
っ
と
…
（
耳
打
ち
）
」

原
沢
「
（
興
味
を
無
く
し
た
よ
う
に
）
な
ん
だ
、
そ
う
か
。
」

　
　
　
リ
ン
グ
を
降
り
る
原
沢

（
ｓ
２
６
）
　
ｓ
１
９
と
同
じ
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ム
ッ
と
す
る
隼
人
。

法
恵
「
は
や
ち
ゃ
ん
、
や
ら
な
い
の
？
」

隼
人
「
ち
ょ
っ
と
…
体
調
が
よ
く
な
く
て
。
」

法
恵
「
ふ
～
ん
…
逃
げ
る
ん
だ
。
」

隼
人
「
…
具
合
が
悪
い
っ
て
言
っ
て
る
だ
ろ
？
」

法
恵
「
い
い
よ
、
そ
う
い
う
こ
と
に
し
と
く
か
ら
。
」

隼
人
「
信
じ
ろ
よ
…
」

　
　
　
原
沢
が
や
っ
て
く
る
。

　
　
　
な
ん
と
な
く
き
ら
き
ら
し
た
目
で
見
て
い
る

　
　
　
法
恵
。

　
　
　
ム
ッ
と
し
て
い
る
隼
人
。

原
沢
「
あ
れ
？
　
法
恵
じ
ゃ
な
い
か
？
」

法
恵
「
え
っ
！
？
（
び
っ
く
り
）
」

原
沢
「
オ
レ
だ
よ
。
ト
オ
ル
。
原
沢
亨
だ
よ
。
」

法
恵
「
え
っ
？
　
亨
だ
っ
た
の
！
？
」

原
沢
「
は
っ
は
っ
は
、
そ
う
だ
よ
！
　
ひ
さ
し
ぶ
り

　
だ
な
あ
！
」

　
　
　
抱
き
着
く
原
沢
。

法
恵
「
き
ゃ
あ
っ
、
も
う
、
す
ぐ
そ
う
い
う
こ
と
す

　
る
ん
だ
か
ら
…
」

原
沢
「
い
い
じ
ゃ
ね
え
か
、
久
し
ぶ
り
な
ん
だ
し
。
」

　
　
　
ふ
た
り
を
引
き
離
す
よ
う
に
入
っ
て
来
る
隼

　
　
　
人
。

隼
人
「
よ
う
原
沢
、
久
し
ぶ
り
だ
な
。
」

原
沢
「
（
不
愉
快
そ
う
に
）
だ
れ
？
」

法
恵
「
憶
え
て
な
い
？
　
麦
野
隼
人
く
ん
」

原
沢
「
麦
野
？
　
麦
野
？
」

　
　
し
ば
ら
く
考
え
て
る
。

法
恵
「
ほ
ら
、
ボ
ク
シ
ン
グ
部
に
い
た
…
」

原
沢
「
う
～
ん
…
そ
う
言
え
ば
そ
ん
な
奴
い
た
よ
う
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な
…
す
ま
ん
な
、
は
っ
き
り
思
い
出
せ
な
く
て
」

隼
人
「
い
や
…
い
い
ん
だ
。
」

原
沢
「
（
法
恵
に
）
お
前
ら
、
つ
き
あ
つ
て
る
わ
け
？
」

法
恵
「
え
っ
？
　
あ
…
う
ん
。
（
言
い
に
く
そ
う
に
）
」

原
沢
「
（
ち
ょ
っ
と
不
愉
快
そ
う
に
）
あ
、
そ
う
。
ふ
ー

　
ん
…
じ
ゃ
、
ま
た
後
で
。
」

　
　
　
原
沢
、
更
衣
室
へ
入
っ
て
い
く
。

隼
人
「
…
ち
ょ
っ
と
こ
っ
ち
来
い
」

　
　
　
隼
人
、
法
恵
の
腕
を
引
っ
張
る
。

法
恵
「
ち
ょ
っ
…
痛
い
じ
ゃ
な
い
！
」

（
ｓ
２
７
）
　
ジ
ム
の
裏
手

隼
人
「
今
日
は
来
る
な
っ
て
言
っ
た
ろ
？
」

法
恵
「
前
は
、
『
い
つ
で
も
練
習
見
に
来
て
く
れ
』
っ

　
て
言
っ
て
た
く
せ
に
…
」

隼
人
「
お
前
…
ま
だ
あ
い
つ
の
こ
と
好
き
な
の
か
？
」

法
恵
「
バ
カ
…
何
心
配
し
て
ん
の
よ
、
私
が
好
き
な

　
の
は
、
は
や
ち
ゃ
ん
だ
け
よ
。
」

隼
人
「
…
原
沢
の
こ
と
、
ど
う
思
っ
て
る
ん
だ
？
」

法
恵
「
た
だ
の
友
達
じ
ゃ
な
い
、
も
う
。
」

隼
人
「
本
当
な
の
か
？
」

法
恵
「
妬
い
て
る
の
？
　
私
は
は
や
ち
ゃ
ん
の
も
の

　
だ
っ
て
ば
。
」

　
　
　
隼
人
、
疑
わ
し
そ
う
に
見
つ
め
る
。

法
恵
「
信
じ
て
く
れ
な
い
ん
だ
、
わ
た
し
を
？
」

隼
人
「
…
わ
か
っ
た
…
信
じ
る
よ
」

法
恵
「
変
な
心
配
し
な
く
っ
て
も
大
丈
夫
だ
よ
、
私

　
の
彼
氏
は
、
一
生
は
や
ち
ゃ
ん
だ
け
！
」

隼
人
「
（
力
な
く
笑
っ
て
）
…
信
じ
る
よ
。
」

　
　
　
ゴ
ン
グ
の
音
。
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（
ｓ
２
８
）
　
試
合
会
場
、
リ
ン
グ

　
　
　
ゴ
ン
グ
の
音
で
つ
な
ぐ
。

　
　
　
次
々
と
行
わ
れ
る
試
合
。

（
ｓ
２
９
）
　
試
合
会
場
、
廊
下

　
　
　
焚
か
れ
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
。

　
　
　
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
手
に
ポ
ー
ズ
を
取
る
原
沢
。

（
ｓ
３
０
）
　
試
合
会
場
、
控
え
室

　
　
　
原
沢
、
戻
っ
て
く
る
。

原
沢
「
取
材
は
後
だ
！
」

　
　
　
原
沢
、
扉
に
鍵
を
か
け
て
後
ろ
を
向
く
。

　
　
　
タ
オ
ル
を
持
っ
て
き
た
法
恵
が
い
る
。

法
恵
「
こ
こ
に
置
い
て
お
く
ね
、
原
沢
君
。
」

原
沢
「
そ
ん
な
他
人
行
儀
な
…
ト
オ
ル
で
い
い
よ
」

　
　
　
原
沢
、
ベ
ン
チ
に
腰
を
下
ろ
す
。

法
恵
「
う
う
ん
、
も
う
、
昔
の
私
た
ち
じ
ゃ
な
い
か

　
ら
…
」

　
　
　
法
恵
、
立
ち
去
ろ
う
と
す
る
。

　
　
　
原
沢
、
そ
の
手
を
掴
む
。

法
恵
「
あ
…
放
し
て
…
」

原
沢
「
な
あ
、
法
恵
…
も
う
駄
目
な
ら
ま
あ
い
い
よ
。

　
で
も
、
こ
れ
だ
け
は
言
わ
せ
て
く
れ
。
俺
は
、
ま

　
だ
お
前
の
こ
と
が
好
き
な
ん
だ
。
」

法
恵
「
や
め
て
、
原
沢
君
…
」

原
沢
「
が
ん
ば
っ
て
ボ
ク
シ
ン
グ
を
や
っ
て
れ
ば
ま

　
た
逢
え
る
と
思
っ
て
た
。
そ
の
一
念
で
日
本
チ
ャ

　
ン
ピ
オ
ン
ま
で
登
っ
た
ん
だ
」

法
恵
「
放
し
て
…
」
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原
沢
「
…
い
い
よ
…
ち
ょ
っ
と
の
間
だ
け
で
も
…
今

　
だ
け
で
も
、
昔
み
た
い
に
抱
き
し
め
さ
せ
て
く
れ

　
…
」

法
恵
「
や
だ
、
だ
め
…
」

　
　
　
原
沢
、
強
引
に
抱
き
し
め
て
し
ま
う
。

　
　
　
法
恵
、
最
初
は
抵
抗
し
よ
う
と
す
る
が
、
次

　
　
　
第
に
ぐ
っ
た
り
。

　
　
　
や
が
て
、
唇
を
重
ね
て
し
ま
う
二
人
。

（
ｓ
３
１
）
　
飲
み
屋

一
同
「
か
ん
ぱ
ー
い
！
」

　
　
　
ビ
ー
ル
の
ジ
ョ
ッ
キ
が
ぶ
つ
か
る
。

（
ｓ
３
２
）
　
夜
の
道

　
　
　
法
恵
と
隼
人
、
歩
い
て
い
る
。

　
　
　
隼
人
、
ち
ょ
っ
と
上
機
嫌
。

隼
人
「
原
沢
の
奴
、
と
う
と
う
や
っ
た
な
！
　
日
本

　
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
は
、
た
い
し
た
男
だ
！
」

法
恵
「
う
、
う
ん
。
」

隼
人
「
明
日
、
帰
る
の
か
…
ノ
リ
も
、
昔
の
友
達
と

　
逢
え
て
楽
し
か
っ
た
？
」

法
恵
「
う
ん
…
」

　
　
　
二
人
の
前
に
ふ
ら
り
と
現
わ
れ
る
影
。

　
　
　
原
沢
。

法
恵
「
ト
オ
ル
…
」

　
　
　
び
く
っ
と
す
る
隼
人
。

原
沢
「
法
恵
…
そ
い
つ
や
め
て
、
俺
の
と
こ
ろ
へ
戻
っ

　
て
こ
い
。
」

　
　
　
怒
る
隼
人
。

隼
人
「
原
沢
…
て
め
え
、
人
の
女
と
る
気
か
！
」
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原
沢
「
お
う
。
お
前
が
連
れ
て
る
の
を
見
て
る
と
、

　
ム
カ
ム
カ
す
る
ん
だ
！
」

隼
人
「
こ
い
つ
は
俺
の
女
だ
！
　
や
る
気
か
！
？
」

法
恵
「
や
め
て
！
」

　
　
　
二
人
の
視
線
が
法
恵
へ
。

法
恵
「
私
は
、
モ
ノ
じ
ゃ
な
い
！
」

隼
人
「
俺
の
も
の
っ
て
、
自
分
で
言
っ
て
た
じ
ゃ
な

　
い
か
…
」

法
恵
「
モ
ノ
じ
ゃ
な
い
！
（
泣
き
出
す
）
」

原
沢
「
わ
か
っ
た
。
法
恵
を
苦
し
め
た
く
は
な
い
。

　
こ
の
話
は
、
後
日
あ
ら
た
め
て
し
よ
う
。
」

隼
人
「
逃
げ
る
の
か
、
て
め
え
！
」

原
沢
「
先
に
逃
げ
た
の
は
お
前
だ
。
」

　
　
　
原
沢
、
法
恵
に
手
を
ふ
っ
て
、
背
を
向
け
る
。

　
　
　
法
恵
、
泣
き
震
え
て
い
る
。

　
　
　
隼
人
、
肩
に
手
を
置
こ
う
と
す
る
。

法
恵
「
触
ら
な
い
で
！
」

　
　
　
驚
く
隼
人
。

法
恵
「
帰
る
。
」

隼
人
「
送
る
よ
。
」

法
恵
「
送
ら
な
く
て
い
い
。
一
人
で
帰
る
。
」

隼
人
「
遅
い
か
ら
送
る
。
」

法
恵
「
来
な
い
で
！
」

　
　
　
沈
黙
。

隼
人
「
…
わ
か
っ
た
よ
。
ノ
リ
が
そ
う
し
た
い
ん
な

　
ら
。
じ
ゃ
あ
、
こ
こ
で
。
」

　
　
　
隼
人
、
立
っ
て
る
。

法
恵
「
何
や
っ
て
る
の
よ
？
」

隼
人
「
見
送
る
く
ら
い
、
い
い
だ
ろ
？
」

　
　
　
法
恵
、
泣
き
顔
で
隼
人
を
見
て
い
る
が
、
意
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を
決
し
た
よ
う
に
背
を
向
け
る
。

　
　
　
隼
人
、
そ
れ
を
い
つ
ま
で
も
見
送
っ
て
い
る
。

　
　
　
そ
の
目
に
浮
か
ん
で
く
る
怒
り
。

（
ｓ
３
３
）
　
ｓ
１
９
と
同
じ

　
　
　
オ
ー
ナ
ー
や
コ
ー
チ
が
ぺ
こ
ぺ
こ
し
て
る
。

　
　
　
ケ
ー
イ
チ
や
ヒ
ロ
シ
、
法
恵
も
い
る
。

原
沢
「
じ
ゃ
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
」

オ
ー
ナ
ー
「
ま
た
御
出
で
く
だ
さ
い
。
」

原
沢
「
え
え
、
そ
の
う
ち
…
」

隼
人
の
声
「
ま
て
よ
！
」

　
　
　
隼
人
、
古
ぼ
け
た
グ
ロ
ー
ブ
を
つ
け
て
出
て

　
　
　
来
て
、

（
ｓ
３
４
）
　
ｓ
１
８
と
同
じ

　
　
　
リ
ン
グ
に
上
が
る
。

隼
人
「
こ
の
ジ
ム
に
は
ど
ん
な
奴
し
か
い
な
い
と
か

　
言
っ
て
た
な
ぁ
。
ま
だ
一
人
残
っ
て
る
ぜ
。
試
し

　
て
い
か
ね
え
の
か
？
」

マ
ネ
ー
ジ
ャ
「
馬
鹿
は
相
手
に
す
る
な
」

隼
人
「
逃
げ
る
な
、
原
沢
！
」

法
恵
「
は
や
ち
ゃ
ん
、
馬
鹿
な
真
似
は
や
め
…
」

隼
人
「
原
沢
！
　
お
前
は
ウ
ソ
つ
き
か
！
？
」

　
　
　
ピ
ク
ッ
と
反
応
す
る
原
沢
。

隼
人
「
そ
う
か
い
。
確
か
め
も
し
な
い
で
い
い
加
減

　
な
こ
と
言
う
奴
か
。
そ
ん
な
奴
は
、
女
に
嘘
言
っ

　
て
口
説
く
の
も
カ
ン
タ
ン
だ
ろ
う
な
。
」

法
恵
「
は
や
ち
ゃ
ん
！
」

　
　
　
原
沢
、
上
着
を
脱
ぐ
。

マ
ネ
ー
ジ
ャ
「
原
沢
、
や
め
ろ
！
」
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原
沢
「
う
る
せ
え
！
」

　
　
　
原
沢
、
裸
に
な
っ
て
リ
ン
グ
に
上
が
る
。

原
沢
「
望
み
通
り
相
手
に
な
っ
て
や
る
。
と
っ
と
と

　
ゴ
ン
グ
な
ら
せ
！
」

　
　
　
壮
烈
な
叩
き
合
い
。

　
　
　
相
手
の
拳
が
見
え
な
い
隼
人
は
、
相
打
ち
覚

　
　
　
悟
で
掴
ま
え
て
ラ
ッ
シ
ュ
を
か
け
る
し
か
な

　
　
　
い
。

　
　
　
お
互
い
に
ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
そ

　
　
　
ん
な
殴
り
合
い
が
５
Ｒ
ま
で
続
く
。

　
　
　
５
Ｒ
め
。
隼
人
の
ス
ト
レ
ー
ト
が
カ
ウ
ン
タ
ー

　
　
　
気
味
に
原
沢
の
顎
へ
入
る
。

　
　
　
ダ
ウ
ン
す
る
原
沢
。

　
　
　
し
か
し
、
原
沢
が
立
ち
上
が
り
き
る
前
に
、

　
　
　
隼
人
の
ラ
ツ
シ
ュ
。

コ
ー
チ
「
む
、
麦
野
っ
！
」

マ
ネ
ー
ジ
ャ
「
や
め
ろ
ぉ
ー
っ
！
」

ケ
ー
イ
チ
「
麦
野
さ
ん
っ
、
駄
目
だ
っ
！
」

法
恵
「
や
め
て
ー
っ
！
」

　
　
　
容
赦
な
い
、
鬼
気
迫
る
目
付
き
の
隼
人
。

　
　
　
ダ
ウ
ン
し
た
原
沢
に
馬
乗
り
に
な
っ
て
さ
ら

　
　
　
に
殴
り
続
け
る
隼
人
。

　
　
　
リ
ン
グ
へ
跳
び
込
ん
で
き
た
法
恵
、
隼
人
に

　
　
　
体
当
た
り
。

　
　
　
隼
人
、
尻
餅
を
搗
く
。

　
　
　
口
や
鼻
か
ら
血
を
流
し
て
い
る
原
沢
。

　
　
　
法
恵
、
原
沢
に
抱
き
着
い
て
隼
人
を
睨
む
。

法
恵
「
ひ
ど
い
！
　
こ
ん
な
人
だ
っ
た
な
ん
て
、
サ
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イ
テ
ー
！
」

隼
人
「
（
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
）
…
嘘
つ
き
は
、
ど
っ
ち

　
だ
？
」

　
　
　
は
っ
、
と
し
て
視
線
を
そ
ら
す
法
恵
。

　
　
　
隼
人
、
リ
ン
グ
を
飛
び
降
り
る
。

（
ｓ
３
５
）
　
ｓ
１
９
と
同
じ

隼
人
「
コ
ー
チ
…
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今
日
で

　
練
習
を
や
め
て
、
目
の
治
療
を
し
ま
す
。
」

　
　
　
う
な
ず
く
コ
ー
チ
。

コ
ー
チ
「
（
苦
し
げ
に
つ
ぶ
や
く
）
治
っ
て
…
ま
た
ボ

　
ク
シ
ン
グ
に
戻
る
奴
も
…
た
ま
に
い
る
ん
だ
。
」

　
　
　
ニ
コ
ッ
と
笑
っ
て
う
な
ず
く
隼
人
。

　
　
　
ま
だ
リ
ン
グ
で
抱
き
し
め
あ
っ
て
る
原
沢
と

　
　
　
法
恵
を
一
瞥
す
る
と
、
隼
人
、
ジ
ム
の
外
へ

　
　
　
出
て
い
く
。

（
ｓ
３
６
）
　
橋

　
　
　
川
に
架
か
っ
て
る
橋
。

　
　
　
隼
人
、
走
っ
て
く
る
。
手
に
は
、
古
ぼ
け
た

　
　
　
グ
ロ
ー
ブ
。

　
　
　
隼
人
、
橋
の
上
か
ら
グ
ロ
ー
ブ
を
捨
て
よ
う

　
　
　
と
す
る
。

　
　
　
が
、
思
い
と
ど
ま
る
。

（
ｓ
３
７
）
　
ｓ
１
と
同
じ

　
　
　
木
。

　
　
　
枝
に
ぶ
ら
下
げ
ら
れ
た
、
古
ぼ
け
た
グ
ロ
ー

　
　
　
ブ
。

　
　
　
隼
人
、
さ
っ
き
と
は
違
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
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ア
。

　
　
　
隼
人
、
軽
く
そ
れ
を
小
突
く
。

　
　
　
揺
れ
る
グ
ロ
ー
ブ
。

隼
人
「
運
が
よ
か
っ
た
ら
、
ま
た
会
お
う
な
。
」

　
　
　
隼
人
、
も
う
一
度
小
突
く
。

　
　
　
揺
れ
る
グ
ロ
ー
ブ
。

　
　
　
隼
人
、
背
を
向
け
て
走
り
去
っ
て
い
く
。

　
　
　
走
り
な
が
ら
シ
ャ
ド
ー
を
し
て
い
る
。

　
　
　
い
つ
ま
で
も
揺
れ
て
い
る
グ
ロ
ー
ブ
。

　
　
　
エ
ン
ド
マ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜
終
＞



23

（
後
書
き
）

＜
撮
影
割
り
振
り
例
＞

ど
こ
か
の
児
童
公
園
な
ど
（
ゲ
リ
ラ
）
　
ｓ
１
、
ｓ
３
６

景
色
の
い
い
公
園
（
ゲ
リ
ラ
）
　
ｓ
１
６

ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
（
要
交
渉
）
　
ｓ
２
、
ｓ
１
３
、
ｓ
１
５
、
ｓ
１
７
～
２
６
、

ｓ
３
３
～
ｓ
３
５

公
共
体
育
館
（
要
交
渉
）
　
ｓ
４
、
ｓ
６
、
ｓ
８
、
ｓ
２
９
、
ｓ
３
０

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
キ
ッ
チ
ン
 

ｓ
３
１

ビ
デ
オ
等
か
ら
流
用
　
ｓ
５
、
ｓ
７
、
ｓ
２
８

繁
華
街
の
路
上
（
ゲ
リ
ラ
）
　
ｓ
９

サ
店
か
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
な
ど
（
要
交
渉
）
　
ｓ
１
０

病
院
の
前
（
ゲ
リ
ラ
）
　
ｓ
１
１
　

誰
か
の
ア
パ
ー
ト
　
ｓ
１
２

ど
こ
か
の
事
務
所
（
要
交
渉
）
　
ｓ
１
４

マ
ン
シ
ョ
ン
や
民
家
な
ど
の
裏
手
（
自
分
ち
の
裏
な
ど
）
　
ｓ
２
７

誰
か
の
家
の
前
の
路
地
（
ゲ
リ
ラ
）
　
ｓ
３
２

橋
（
ゲ
リ
ラ
）
　
ｓ
３
５

＜
詳
細
解
説
＞

ｓ
１
　
公
園

ｓ
２
　
ジ
ム
　
サ
ン
ド
バ
ッ
グ
の
後
ろ
は
黒
の
模
造
紙
を
下
げ
、
５
０
０
Ｗ
電

灯
で
サ
ン
ド
バ
ッ
グ
や
隼
人
を
照
ら
す
。

ｓ
３
　

ｓ
４
　
案
内
板
　
ポ
ス
タ
ー
程
度
の
物
を
自
作
。
公
共
体
育
館
に
見
え
る
よ
う

な
適
当
な
場
所
で
撮
影
。

ｓ
５
　
実
際
の
テ
ス
ト
、
ま
た
は
ア
マ
チ
ュ
ア
の
試
合
を
撮
影
し
て
使
用
。
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ｓ
６
　
公
共
体
育
館
や
屋
内
の
ベ
ン
チ
、
更
衣
室
な
ど
で
撮
影
。
バ
ッ
ク
に
、

ｓ
５
で
録
音
し
た
音
を
小
さ
く
流
す
。

ｓ
７
　
ｓ
５
と
同
じ
。
必
ず
し
も
シ
ナ
リ
オ
通
り
で
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ
。

ｓ
８
　
ｓ
６
と
同
じ
。

ｓ
９
　
近
場
の
繁
華
街
。

ｓ
１
０
　
サ
店
な
ど
に
頼
ん
で
撮
影
さ
せ
て
も
ら
う
。

ｓ
１
１
　
眼
科
病
院
、
ま
た
は
総
合
病
院
の
前
で
撮
影
。
歩
く
だ
け
だ
か
ら
ゲ

リ
ラ
で
撮
っ
て
し
ま
う
。

ｓ
１
２
　
誰
か
の
ア
パ
ー
ト
な
ど
。

ｓ
１
３
　
ｓ
２
と
同
じ
。

ｓ
１
４
　
誰
か
の
会
社
か
、
学
校
の
職
員
室
な
ど
で
撮
影
さ
せ
て
も
ら
う
。
無

理
な
ら
、
公
共
施
設
の
会
議
室
な
ど
の
隅
を
使
用
し
、
壁
際
で
撮
影
し
て
狭
く

見
せ
る
。
そ
れ
も
無
理
な
ら
更
衣
室
に
変
更
。

ｓ
１
５
　
ｓ
２
と
同
じ

ｓ
１
６
　
公
園
。
景
色
の
い
い
と
こ
ろ
な
ら
、
海
以
外
で
も
Ｏ
Ｋ
。

ｓ
１
７
～
２
６
　
ｓ
２
と
同
じ
。

ｓ
２
７
　
ど
こ
か
の
建
物
の
裏
手
。

ｓ
２
８
　
実
際
の
試
合
場
。
（
…
違
法
だ
が
非
常
手
段
と
し
て
、
実
際
の
試
合

の
ビ
デ
オ
の
一
部
を
流
用
す
る
と
い
う
手
も
あ
る
）

ｓ
２
９
　
公
共
体
育
館
の
廊
下
、
だ
め
な
ら
後
ろ
が
コ
ン
ク
リ
打
ち
っ
ぱ
な
し

の
と
こ
ろ
な
ら
ど
こ
で
も
Ｏ
Ｋ
。

ｓ
３
０
　
公
共
体
育
館
の
更
衣
室
な
ど
。

ｓ
３
１
　
普
通
の
台
所
で
も
、
後
ろ
の
壁
に
お
品
書
き
を
貼
っ
て
ジ
ョ
ッ
キ
が

ぶ
つ
か
る
と
こ
ろ
だ
け
撮
影
す
れ
ば
Ｏ
Ｋ
。

ｓ
３
２
　
誰
か
の
家
の
前
の
路
地
な
ど
で
撮
影
（
ラ
イ
ト
の
電
源
を
引
っ
張
る

都
合
か
ら
）

ｓ
３
３
～
ｓ
３
５
　
ｓ
２
と
同
じ
。

ｓ
３
６
　
適
当
な
、
川
の
見
え
る
と
こ
ろ
。

ｓ
３
６
　
ｓ
１
と
同
じ
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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